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◆課税されるのはいつから？
　国保税は資格が発生した月から課税されます。つまり加入の届出が遅れてしまった場合でも、届出をした月から課税さ
れるのではなく、国保の資格が発生した月（ほかの健康保険の喪失月または転入した月など）まで遡って最大３年間分の
国保税が課税されることになります。

◆低所得者への軽減制度は？
　国保税は、被保険者の前年中の所得等に応じて計算し課税されますが、前年中の世帯の総所得金額が一定基準以下
の場合には、国保税の均等割額・平等割額を減額（７割・５割・２割）し、負担を軽くする軽減制度があります。

◆国保税を納めるのは誰？
　町内に住所のある方で、国保に加入している方がいる世帯主に対して課税されます。
　世帯主がほかの健康保険に加入していても、世帯主に課税されます。（税額は加入者のみで計算されます。）７月中旬頃
お送りする納付書で取扱金融機関にお支払いください。
また、国保税を確実に納めるために、便利な口座振替をご利用ください。

お問い合わせ先　富士河口湖町役場 住民課 国民健康保険係　TEL 0555-72－6026（直通）

　

社
会
福
祉
協
議
会（
通

称
：
社
協
）は
、社
会
福
祉

法
に
位
置
付
け
ら
れ
、す

べ
て
の
市
区
町
村
、都
道

府
県
に
組
織
さ
れ
て
い
る

公
私
機
関
・
団
体
の
参
加

を
得
て
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
非
営
利
の
民

間
団
体
で
す
。

　

富
士
河
口
湖
町
社
協
で
も
、み
ん
な
が
手
を

携
え
て
、地
域
に
根
ざ
し
て
助
け
合
い
、生
活

す
る
誰
も
が
安
心
で
充
実
し
た
日
々
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、「
共
に
生
き
、共
に
支
え

あ
う
福
祉
の
ま
ち
」を
目
指
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
町
民
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
に
不
可
欠
と
な
る
財
源
に
と
、県
や
町

の
補
助
金
や
委
託
金
、共
同
募
金
配
分
金
等
の

確
保
に
努
め
て
い
ま
す
が
、会
費
は
、社
協
の

運
営
に
、ま
た
、地
域
で
暮
ら
す
住
民
の
皆
様

が
主
体
と
な
り
、住
み
慣
れ
た
ま
ち
で
社
協
会

員
同
士
が
支
え
合
っ
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
な

ど
、独
自
の
事
業
を
進
め
て
い
く
た
め
の
貴
重

な
財
源
と
な
り
ま
す
。

　

ど
う
か
趣
旨
を
ご
理
解
、ご
協
力
を
い
た
だ

き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
般
会
費
：
１
世
帯
当
り
五
百
円（
年
額
）

特
別（
賛
助
）会
費
：
１
口
当
り
千
円（
年
額
）

　

社
協
会
員
に
な
る
に
は
、自
治
会
を
通
じ
て

ご
協
力
く
だ
さ
い
。ま
た
、自
治
会
未
加
入
の

方
は
、本
会
事
務
所
へ
、ご
連
絡
、ご
来
所
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
社
協
で
は
、昨
年
に
引
き
続
き
、町
内
の

聴
覚
障
が
い
者
を
対
象
に
し
た
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。ワ
ー
ド・エ
ク
セ
ル・イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト・メ
ー
ル
な
ど
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
基

本
操
作
を
学
び
ま
す
。こ
の
機
会
に
パ
ソ
コ
ン

体
験
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

実
施
日
…【
全
８
回
】（
毎
週
金
曜
日
）

　
　
　
　

８
月
６
日（
金
）〜
10
月
８
日（
金
）

　
　
　
　

但
し
、８
／
13
、９
／
10
は
休
み

実
施
時
間
…
午
後
６
時
30
分
〜
９
時

実
施
場
所
…
富
士
河
口
湖
町
中
央
公
民
館

講
師
…（
株
）カ
ル
ク（
手
話
通
訳
者
あ
り
）

対
象
者
…
町
内
の
障
が
い
者
手
帳
保
持
者
で
、

　
　
　
　

聴
覚
障
が
い
１
〜
３
級
の
方

定
員
…
７
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
）

申
込
み
締
切
日
…
７
月
16
日（
金
）

　
　
　
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
） 

０
５
５
５‐７
２‐３
６
０
６

　

聴
覚
障
が
い
者
の
た
め

の
講
習
会
時
に
、パ
ソ
コ
ン

操
作
や
周
辺
機
器
の
使
い

方
な
ど
に
つ
い
て
、お
手
伝

い
し
て
下
さ
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

　

障
が
い
者
支
援
に
熱
意
が
あ
る
方
、お
待
ち

し
て
い
ま
す
。７
月
16
日（
金
）ま
で
に
町
社
協

へ
お
申
込
み
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
（
電
話 

７
２‐１
４
３
０
）

　

職
場
や
家
庭
の
事
情
に
よ
り
結
婚
相
手
に

め
ぐ
り
あ
う
機
会
の
少
な
い
方
の
た
め
に
、町

で
は
結
婚
相
談
所
を

設
置
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
相
談
所
で
は
、

結
婚
相
手
の
紹
介
や

相
談
に
応
じ
、生
涯

の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー

捜
し
を
お
手
伝
い
し

て
い
ま
す
。19
名
の
相
談
員
が
お
互
い
の
情
報

を
交
換
し
な
が
ら
お
応
え
し
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、ご
遠

慮
な
く
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

【
船
　
津
】  

梶
原 

智
恵
子
、宇
野 

み
つ
子

　
　
　

 　

 

外
川 

和
夫

【
小
　
立
】  

広
瀬 

恭
平

【
大
　
石
】  

堀
内 

初
美
、堀
内 

壽
栄
子 

【
河
　
口
】  

長
岡 

千
波
、外
川 

よ
り
江

【
勝
　
山
】  

小
林 

一
夫
、小
佐
野 

坦
子

　
　
　

 　

 

流
石 

和
子
、在
原 

た
え
子

【
足
和
田
】  

三
浦 

富
士
枝
、渡
辺 

す
み
子

 　
　
　
　

 

渡
辺 

孝
子
、渡
辺 

美
明

【
上
九
一
色
】  

小
林 

竹
光
、山
口 

ひ
と
み

　
　
　
　
　
佐
藤　

晃

【
事
務
局
】 

町
社
協（
７
２‐１
４
３
０
）

社
協
会
費
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

社
協
会
費
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

社
協
会
費
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

聴
覚
障
が
い
者
の
た
め
の

　
　
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
開
催

聴
覚
障
が
い
者
の
た
め
の

　
　
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
開
催

聴
覚
障
が
い
者
の
た
め
の

　
　
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
の
開
催

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る

　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る

　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

パ
ソ
コ
ン
操
作
の
で
き
る

　
　
　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

『
結
婚
相
談
所
』か
ら
の
お
知
ら
せ

相
談
員
の
紹
介 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　

過
日
実
施
し
ま
し
た
視
覚
障
が
い
者

の
パ
ソ
コ
ン
講
習
会
に
、３
名
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
さ
ん
に
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
し

た
。紙
面
を
お
か
り
し
て
、お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。
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富
士・東
部
保
健
福
祉
事
務
所
か
ら

県
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ

　　難
病
医
療
費
の
助
成
に
、昨
年
度
か
ら
11
疾
患
が
追
加
さ
れ

56
疾
患
が
制
度
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

《
追
加
11
疾
患
》

○
家
族
性
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症(

ホ
モ
接
合
型)

○
脊
髄
性
筋
萎
縮
症

○
球
脊
髄
性
筋
萎
縮
症

○
慢
性
炎
症
性
脱
随
性
多
発
神
経
炎

○
肥
大
型
心
筋
症

○
拘
束
型
心
筋
症

○
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
病

○
リ
ン
パ
脈
管
筋
腫
症(

Ｌ
Ａ
Ｍ)

○
重
症
多
形
滲
出
性
紅
斑(

急
性
期)

○
黄
色
靱
帯
骨
化
症

○
間
脳
下
垂
体
機
能
障
害(

プ
ロ
ラ
ク
チ
ン
分
泌
異
常
症
、ゴ

ナ
ド
ト
ロ
ピ
ン
分
泌
異
常
症
、Ａ
Ｄ
Ｈ
分
泌
異
常
症
、
下
垂
体

性
Ｔ
Ｈ
Ｓ
分
泌
異
常
症
、ク
ッ
シ
ン
グ
病
、先
端
巨
大
症
、下
垂

体
機
能
低
下
症)

　
　
初
め
て
の
方
は
主
治
医
に
相
談
の
う
え
、保
健
所
へ
連
絡
し

て
下
さ
い
。

　　詳
し
く
は
、山
梨
県
富
士
・
東
部
保
健
福
祉
事
務
所
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
難
病
支
援
）又
は
、左
記
担
当
に
お
尋
ね
下
さ
い
。

　　　　　　　　　　健
康
支
援
課
　TEL
２
４―

９
０
３
４

◆
改
正
点

　　○
自
己
負
担
限
度
額
の
引
き
下
げ（
従
来
の
月
額
１
万
円
・

　　　　３
万
円
・
５
万
円
↓
月
額
１
万
円
・
２
万
円
へ
）

　　○
Ｂ
型
ウ
イ
ル
ス
肝
炎
の
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
治
療
を
助
成

　　　　対
象
に
追
加（
更
新
可
）

　　○
制
度
利
用
回
数
の
制
限
緩
和
（
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療

　　　　に
係
る
２
回
目
の
利
用
を
認
め
る
）

◆
対
象
要
件

　　○
山
梨
県
に
住
民
票
等
が
あ
り
、Ｂ
型
・
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
肝

　　　　炎
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
を
要
す
る
と
診
断
さ
れ
た
方

　
　
○
Ｂ
型
肝
炎
核
酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
治
療
を
要
す
る
と
診
断

　　　　さ
れ
た
方

◆
助
成
の
内
容

　　診
療
費
、薬
剤
費
、入
院
費
な
ど
の
個
人
負
担
の
上
限
を
収

入
に
応
じ
て
月
額
１
万
円
又
は
２
万
円
と
し
、残
り
の
費
用
を

国
と
県
が
負
担
す
る
。

　
　
助
成
期
間
は
原
則
１
年
で
す
。申
請
さ
れ
る
場
合
は
、助
成

の
認
定
基
準
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
、主
治
医
に
よ
く
相
談

の
う
え
、本
制
度
を
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　　　　　　地
域
保
健
課
　TEL
２
４‐

９
０
３
５

　　県
立
盲
学
校
は
、視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
の
職
業
自
立
を
目

指
し
た
職
業
学
科
が
高
等
部
に
設
置
さ
れ
て
お
り
ま
す
。視
力

が
弱
い
た
め
に
車
の
運
転
が
で
き
な
い
な
ど
の
理
由
に
よ
り
就
職

問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
、視
力
低
下
に
伴
い
現
在
の
仕
事
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
方
、中
学
・
高
等
学
校
卒
業
後
、適
当
な
進
路

が
見
つ
か
ら
な
い
方
や
そ
の
ご
家
族
、ま
た
そ
う
し
た
方
々
を
支

援
さ
れ
て
い
る
皆
様
に
ぜ
ひ
、本
校
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。本
校
で
は
、そ
の
よ
う
な
皆
様
に
学
校

見
学
及
び
入
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。詳
細
に
つ
い
て
は
、お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。お
気
軽
に
ご
来
校
く
だ
さ
い
。お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◆
学
校
見
学
及
び
入
学
相
談

　　年
間
通
し
て
電
話
及
び
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。

　　○
毎
週
月
曜
日
　午
前
９
時
〜
正
午

　　○
毎
週
木
曜
日
　午
後
１
時
30
分
〜
３
時

◆
授
業
見
学
週
間

　　高
等
部
本
科
保
健
理
療
科
、専
攻
科
保
健
理
療
科
及
び
理

療
科
の
授
業
を
公
開
し
ま
す
。

　　○
７
月
12
日（
月
）〜
16
日（
金
）

◆
入
学
条
件
及
び
取
得
で
き
る
受
験
資
格

◎
高
等
部
本
科
保
健
理
療
科

　　○
入
学
条
件
：
中
学
校
卒
業
者（
見
込
み
）又
は
同
等
の
学

　　　　力
の
方

　　○
取
得
で
き
る
受
験
資
格
：
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
国

　　　　家
試
験
受
験
資
格

◎
高
等
部
専
攻
科
保
健
理
療
科
及
び
理
療
科

　　○
入
学
条
件
：
高
等
学
校
卒
業
者（
見
込
み
）又
は
同
等
の

　　　　学
力
の
方

　　○
取
得
で
き
る
受
験
資
格
：
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
師
、　

　　　　は
り
師
、き
ゅ
う
師
国
家
試
験
受
験
資
格

※

申
し
込
み
は
事
前
に
電
話
で
お
願
い
し
ま
す

●
問
合
先
　県
立
盲
学
校
教
務
課（
担
当
　白
倉
、保
坂
）

※

申
込
・
問
合
先
　県
立
盲
学
校

　　　TEL
０
５
５‐

２
２
６‐

３
３
６
１
　　FAX
０
５
５‐

２
２
６‐

３
３
６
２ 

　　　E-m
ail

　ysv
i@
k
ai.ed

.jp

　　お
子
様
の
見
え
方
に
つ
い
て
不
安
を
感
じ
て
い
る
方
、成
人
さ

れ
て
か
ら
目
に
障
害
を
持
ち
悩
ん
で
い
る
方
、視
覚
に
課
題
が
あ

る
子
ど
も
さ
ん
を
指
導
さ
れ
て
い
る
先
生
な
ど
、目
の
こ
と
で
お

悩
み
の
方
は
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
及
び
会
場
　

◎
７
月
10
日（
土
）、７
月
11
日（
日
）、８
月
28
日(

土)

　　県
立
盲
学
校 

甲
府
市
下
飯
田
２-

10-

２

　　　　　　　　　　　　　　　TEL
０
５
５‐

２
２
６‐

３
３
６
１

◎
８
月
29
日（
日
）

　　県
立
あ
け
ぼ
の
支
援
学
校
　文
化
交
流
館

　　韮
崎
市
旭
町
上
條
南
割
３
２
５
１-

１

　　　　　　　　　　　　　　　TEL
０
５
５
１‐

２
２‐

６
１
３
１

時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
。

※

こ
れ
は
、本
校
へ
の
入
学
相
談
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
相
談
費
用
　無
料

◆
申
込
方
法
　前
日
ま
で
に
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。

　　受
付
時
間
は
、平
日
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
。

●
問
合
先
　県
立
盲
学
校
E
y
e
愛
ひ
と
み
相
談

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　支
援
セ
ン
タ
ー
　担
当
　佐
田

　　　　TEL
０
５
５‐

２
２
６‐

３
３
６
１
　FAX
０
５
５‐

２
２
６‐

３
３
６
２

難
病（
特
定
疾
患
）に
11
疾
患
追
加
さ
れ
る

県
立
盲
学
校
か
ら

『
学
校
見
学
及
び
入
学
相
談
』

『
夏
の
Ｅ
ｙ
ｅ
愛
ひ
と
み
相
談
会
』

こ
の
４
月
か
ら
肝
炎
治
療
医
療
費
助
成
制
度
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
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県
で
は
、
富
士
吉
田
市
・
富
士
河
口
湖
町
・
西
桂
町
・
忍
野

村
・
山
中
湖
村
を
含
む
富
士
北
麓
都
市
計
画
区
域
に
お
け
る

今
後
の
都
市
づ
く
り
の
方
向
性
を
示
す
た
め
、｢

富
士
北
麓
都

市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン｣

を
策
定
中
で
す
。こ
の
計
画
に

区
域
の
皆
様
の
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
、次
の
と

お
り
説
明
会
及
び
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。
是
非
ご
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
日
　時
　７
月
22
日（
木
）午
後
７
時
30
分
〜
８
時
30
分

■
場
　所
　富
士
吉
田
合
同
庁
舎
　大
会
議
室

　　　　　　　　　　富
士
吉
田
市
上
吉
田
１-

２-

５
　

　　　　　　　　　　　　　　　　TEL
０
５
５
５-

２
４-

９
０
５
０

■
内
　容
　「
富
士
北
麓
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
素
案
）」に
つ
い
て
、意
見
交
換

■
そ
の
他
　参
加
無
料（
事
前
の
申
込
等
は
必
要
な
し
）

●
問
合
先
　山
梨
県
　県
土
整
備
部
　都
市
計
画
課
　

　　　　TEL
０
５
５-

２
２
３-

１
７
１
６
　FAX
０
５
５-

２
２
３-

１
７
２
４

 

　　　　　　　　米
及
び
米
加
工
品
の
取
引
等
に
関
す
る
記
録
と
保

　　　　　　存
及
び
産
地
情
報
の
伝
達
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

■
記
録
　（
帳
簿
又
は
パ
ソ
コ
ン
へ
記
録
・
保
存
し
て
く
だ
さ
い
。）

◇
対
象
品
目
　米
穀（
玄
米
・
精
米
等
）、米
粉
や
米
こ
う
じ
等
　

　　　　　　　
　　　の
中
間
原
材
料
、
米
飯
類
、も
ち
、
だ
ん
ご
、
米

　　　　　　　　　　菓
、清
酒
、単
式
蒸
留
焼
酎
、み
り
ん

◇
対
象
事
業
者
　生
産
者
及
び
対
象
品
目
の
販
売
・
輸
入
・
加

　　　　　　　　　　工
・
製
造
又
は
提
供
の
事
業
を
行
う
皆
様
と
な

　　　　　　　　　
　り
ま
す
。

◇
記
録
事
項
　
品
名
、
産
地
、
数
量
、
取
引
年
月
日
、
取
引
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名
、
搬
出
入
の
場
所
等
を
記
録
し
、３
年
間
保
　

　　　　　　　　　　　存
し
て
下
さ
い
。

※

記
録
事
項
が
す
べ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
納
品
書
を
保
存
す
る

　　事
で
対
応
可
能
で
す
。

◇
施
行
日
　平
成
22
年
10
月 

（
産
地
記
録
は
平
成
23
年
７
月
）

■
伝
達

◇
事
業
者
間
の
伝
達

　　　　対
象
品
目
を
譲
り
渡
す
場
合
、伝
票
等
又
は
商
品
の
容

　　器
・
包
装
に
産
地
の
記
載
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◇
一
般
消
費
者
へ
の
伝
達

　　　　対
象
品
目
の
包
装
に
産
地
情
報
の
記
載
や
外
食
店
等

　
　で
米
飯
類
を
提
供
す
る
場
合
に
は
、メ
ニ
ュ
ー
に
産
地
情
報

　　の
記
載
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

◇
施
行
日
　平
成
23
年
７
月

●
詳
し
く
は
、農
林
水
産
省
関
東
農
政
局
山
梨
農
政
事
務
所

　　ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　　　　　　　　　　　　　TEL
０
５
５‐

２
２
６‐

６
６
１
５

　　県
で
は
、県
民
の
皆
さ
ん
に
統
計
グ
ラ
フ
の
作
成
を
通
し
て
、

統
計
を
活
用
し
、親
し
ん
で
も
ら
う
た
め「
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク

ー
ル
」を
実
施
し
ま
す
。

　　10
月
下
旬
に
、男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー（
ぴ
ゅ
あ
総

合
）に
優
秀
作
品
を
展
示
し
ま
す
。あ
な
た
の
作
品
・
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
資
格
　
県
内
在
住
の
小
学
生
以
上
で
、６
つ
の
部
門
が

　　　　　　　　　　　あ
り
ま
す
。

◆
課
　題
　自
由（
小
学
生
４
年
生
以
下
の
児
童
は
、自
ら
観
察

　　　　　　　　ま
た
は
調
査
し
た
結
果
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
。）

◆
規
　格
　Ｂ
２
判
（
72
・
8
㎝×
51
・
5
㎝
　
紙
質
、
色
彩
は
自

　　　　　　　　由
、パ
ネ
ル
仕
上
げ
、表
面
の
セ
ロ
ハ
ン
カ
バ
ー
等
の

　　　　　　　　調
製
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）。

◆
応
募
方
法
　県
企
画
部
統
計
調
査
課
へ
郵
送
又
は
持
参

◆
応
募
期
限
　９
月
７
日（
火
）

◆
表
　　彰
　　　部
門
ご
と
に
、知
事
賞
１
点
以
内
、教
育
長
賞

　　　　　　　　　　　２
点
以
内
、
入
選
２
点
以
内
、
佳
作
若
干
（
参

　　　　　　　　　　　加
賞
有
）

◆
そ 

の 

他
　　優
秀
な
作
品
は
「
統
計
グ
ラ
フ
全
国
コ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ー
ル
」
に
出
品
し
ま
す
。

◆
問
合
先
　統
計
調
査
課

     

TEL
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
２
　　FAX
０
５
５-

２
２
３-

１
３
４
７

　地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送
は
平
成
23
年
７
月
24
日
で
終
了
し
ま
す
。

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
受
信
の
準
備
は
お
済
み
で
す
か
。

例
え
ば
、Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
加
入
で
も
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
だ
け
で
は
見
る

事
が
出
来
ま
せ
ん
。集
合
住
宅
で
は
全
て
の
世
帯
で
視
聴
出
来

な
い
場
合
も
有
り
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
デ
ジ
サ
ポ
山
梨
　　TEL
０
５
５‐

２
１
３‐

２
２
０
０

　　午
前
９
時
〜
午
後
９
時（
土
日
祝
日
は
午
後
６
時
ま
で
）

県
土
整
備
部
都
市
計
画
課
か
ら

富
士
北
麓
都
市
計
画
区
域

　
　
　
　
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
住
民
説
明
会

関
東
農
政
局
山
梨
農
政
事
務
所
か
ら

『
米
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
法
』が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

県
統
計
調
査
課
か
ら

デ
ジ
サ
ポ
山
梨（
総
務
省
山
梨
県
テ
レ
ビ

　
　
　
　
　
受
信
者
支
援
セ
ン
タ
ー
）か
ら

山
梨
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

〜
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
ご
相
談
、

　
　
　
　
　
　
ご
質
問
を
お
寄
せ
下
さ
い
〜
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「
県
男
女
共
同
推
進
基
礎
講
座
」の

　
　
　
　
　
　
　

講
演
会
へ
参
会
し
て

藤
井　

誠

【日　　時】平成22年7月31日（土）　
　　　　　・初心者コース　午前10時30分～正午
　　　　　・中級者コース　午後1時～午後3時まで
【場　　所】富士河口湖町中央公民館
【費　　用】１人1,000円　
　　　　　(初心者と中級者の両講座お申込の場合
　　　　　　は1,500円。当日会場で徴収)
【定　　員】初心・中級とも先着30人
【講　　師】シナリオ・センター　大前玲子氏
【申し込み】参加ご希望の方は、FAX(72－2817)に　
　　　　　て、シナリオ教室参加希望として・住所・氏
　　　　　名・年齢・電話番号・ＦＡＸ番号を記入し、町
　　　　　役場観光課までお申し込みください。
　　　　　締め切りは7月22日まで。

富士山・河口湖映画祭実行委員会事務局（観光課内）
　　　　　　　　　ＴEL 72－3168・FAX 72－2817

　町では、昨年に引き続き「第４回富士山・河口湖映画祭シナリオコンクール」を実施
いたします。そこで当コンクール実施に先立ち、たくさんの方から富士山麓を舞台にし

たシナリオをご応募いただけるよう、どなたでも参加いただける、「シナリオ教室」を下記のとおり開催いたしま
す。このシナリオ教室は、大前玲子先生（シナリオ・センター）を講師にお招きし、二つのコースに分け開催いた
します。初心者コースではシナリオの基本的な書き方やシナリオを書く面白さについて学んでいただき、中級者
コースではより高度なシナリオ技術を学んでいただきます。また、事務局よりシナリオコンクールの狙いなどに
ついてもご説明いたしますので、ぜひご参加ください。

たくさんのご参加を
お待ちしております！！

お問い合わせ

初心者・中級者のシナリオ教室初心者・中級者のシナリオ教室初心者・中級者のシナリオ教室
みんなシナリオライターになろう！！

　
私
、
こ
の
度
町
の
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
の
委
員
へ

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
初
め
て
の
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て

い
た
だ
く
中
、
色
々
と
勉
強
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
町
へ
少
し
で
も
お
役
に
立
ち
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
過
日
、
県
主
催
の
講
演
会
へ
参
加
し
て

参
り
ま
し
た
。
こ
の
テ
ー
マ
は
「
男
女
協

働
に
よ
る
地
域
づ
く
り
、
ま
ち
づ
く
り
」

で
し
た
。
講
師
の
方
は
、
大
学
の
教
授
で

あ
り
、
冒
頭
か
ら
専
門
的
な
用
語
が
連
発

で
飛
び
出
し
、
少
し
戸
惑
い
ま
し
た
が
、

講
演
が
進
ん
で
い
く
う
ち
に
徐
々
に
理
解

が
出
来
て
き
ま
し
た
。
男
女
共
同
を
進
め

て
い
く
に
は
、
私
達
の
身
近
に
あ
り
ま
す
。

【
地
域
】【
町
】
を
ど
の
よ
う
に
つ
く
っ
て

い
く
の
か
が
大
事
か
と
い
う
事
で
あ
り
ま

す
。
そ
の
基
礎
は
『
個
人
』
で
あ
り
、『
家

庭
』
で
あ
り
、『
社
会
』
で
あ
る
と
い
う
事

だ
と
理
解
で
き
ま
し
た
。
又
、
男
女
協
働

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
中
に
は
、「
リ

ス
ク
」
が
伴
う
の
で
、
こ
れ
を
ど
の
よ
う

に
分
散
し
て
い
く
か
が
重
要
だ
と
も
知
ら
さ

れ
ま
し
た
。
各
自
が
貢
献
で
き
る
分
野
で
少

し
で
も
良
く
す
る
実
績
を
つ
く
り
、
そ
れ

ら
を
相
互
に
経
験
を
し
、
そ
れ
を
交
流
し

合
う
事
の
大
切
も
知
り
ま
し
た
。
今
後
と

も
、
様
々
会
合
や
講
演
会
へ
積
極
的
に
参

加
し
て
行
き
た
く
考
え
ま
す
。
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

ふじサンサン 富士河口湖町男女共同参画推進員会
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12/29～  3/31 冬期休業

蒼麓祭（学園祭）

オープンキャンパス
※一般の方もご自由に来学ください。

10/ 9～10/10

夏期休業8/  4～ 8/29

8/28、 9/18
7/ 4、 8/ 7

≪キャンパススケジュール≫
【お問い合わせ】

健康科学大学　総務課
☎0555-83-5200（代表）

入試広報課
☎0555-83-5240

親と子のための
福祉心理学科公開講座のご案内
 6月・7月に、甲府市において本学公
開講座を開講します。どなたでも参
加でき、受講料は無料となっていま
すのでお気軽にご参加ください。詳
細は町内設置の案内チラシ、又は大
学までお問い合わせください。

科学研究費補助金とは・・・・国内の大学などの研究機関に所
属する研究者が行なう独創的・先駆的な研究に対する補助
金のことで、文部科学省や独立行政法人日本学術振興会を
通して交付されます。

　5月25（火）～26日（水）、豊茂小学校の5,6年生を対象に、
理学療法学科の上村助手による陸上大会のための指導が
実施されました。初日はグラウンドで動きを見ながらの実
践指導、2日目は雨天のため、体育館で動き作りや走り方の
指導が行われました。練習を重ねていく中で生徒達の上達
が目覚ましく、本番での活躍が大いに期待できました。　

　排尿・排便（排泄）は、人が生活をしていくうえでなくてはならない働き
の一つです。排泄がうまくいかないことの一つの原因として、脳や脊髄の
神経がうまく働いていない場合が考えられています｡加齢によっても生じ
るため、超高齢化社会を迎える日本において、今後患者数の増加が予想さ

れています。またそれは、介護する者にとっても精神的・身体的に大変な事から、排泄がうまくいくように
するリハビリテーションの重要性も高くなると考えられています。
　そこで私の研究では、排泄に重要な括約筋とお腹の圧力を上昇するための腹筋との関係及びそれら
がうまく働かなくなるときの仕組みを明らかにすることを目的としています。それらが明らかにされるこ
とで、排泄機能の低下した高齢者や障害者に対するリハビリテーションの方法を築き上げるための大切
な情報が得られると考えています。

「障害者及び高齢者などを悩ます排尿・排便障害の解明」

http://www.kenkoudai.ac.jp/ 

科学研究費補助金 採択者紹介

豊茂小学校出張講義

　こんにちは。健康科学大学福祉
心理学科の学科長をしております
山崎百子と申します。富士河口湖
町とはご縁が深く、遠い昔、山梨県
社会福祉協議会の「ふれあいまち
づくり事業」の委員として、何度か
町の社会福祉協議会にお邪魔し
ました。
　健康科学大学においては、寄附講座の温泉効果研究に
かかわるお願いについて、町の健康増進課をはじめとした
役場のさまざまな方からご協力をいただき感謝しておりま
す。また、障害者自立支援法成立のための町の障害福祉計
画策定委員を2期務めさせていただき、当事者を積極的に
会議に参加させている町の福祉活動の実態に感服しつつ、
福祉の現状について詳しく勉強させていただきました。健
康科学大学福祉心理学科の卒業生も役場でお世話になっ
ております。今後共宜しくお願いします。

　6月9日（水）に、健康科学大学学生宿舎組合から、50万円
の寄付をいただきました。いただいた寄付金は、学生募集
活動、並びにオープンキャンパスの実
施費用に充てさせていただきます。ま
た、同時に学生行事である蒼麓祭（学
園祭）の開催費用として30万円の協賛
金をいただき
ました。
　この場を借り
て、学生宿舎組
合に厚く御礼
申し上げます。   
　

寄付をいただきました
　5月22日（土）に、富士河口湖町まちづくりワークショップ
主催による第11回ウォーク・クリーニング隊が開催され、本
学の理学療法学科生約300名、そして教
員も参加させていただきました。
　本学学生宿舎組合員や地元企業の皆
様と共に、
河口湖畔等
のごみ拾い
に汗を流し
ました。

第１１回ウォーク・クリーニング隊

作業療法学科
　教授　丹羽　正利

福祉心理学科長
　教授　山崎　百子

先生教えて！
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富士河口湖町職員募集案内富士河口湖町職員募集案内

▲採用職種・人員 事務職５名程度

事務職Ⅱ

事務職Ⅰ
昭和５７年４月２日から平成元年４月１日までに生まれた者で、
大学を卒業した者及び卒業見込の者並びに同程度の学力を有する者

昭和６０年４月２日から平成５年４月１日までに生まれた者で、
高校を卒業した者及び卒業見込の者並びに同程度の学力を有する者

事務職Ⅰ・Ⅱ
共通

富士河口湖町内在住者又は採用後富士河口湖町内に在住できる方

▲受験資格

第一次試験
実施日 平成２２年９月１９日（日）

山梨県立大学 池田キャンパス場　所

平成２２年１１月上旬実施日

富士河口湖町役場場　所
第二次試験

インターネット

での受付

役場総務課
での受付

平成２２年７月２０日(火)から８月１０日(火)まで（土・日曜日、祝祭日を
除く）午前８時３０分から午後５時３０分まで

「やまなし申請・予約ポータルサイト」にて受付

平成２２年７月２０日(火)から８月３日(火)午後５時３０分まで

（２４時間受付）　  注：プリンターのない方は不可

町ホームページ　http://www.town.fujikawaguchiko.lg.jp/の

職員採用情報を確認し、申請案内に従って下さい。

▲受付

▲試験日及び場所

▲問合せ 富士河口湖町役場総務課職員係　　　℡ ７２－１１１２

○町村職員統一試験（平成２３年４月採用）

■
採
用
職
種
及
び
予
定
人
員
　
消
防
吏
員
８
名

■
受
験
資
格
　

○
大
学
卒
　
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら

　
　
　
　
　
平
成
元
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

○
高
校
以
上
卒
：
昭
和
61
年
４
月
２
日
か
ら

　
　
　
　
　
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

※

平
成
23
年
３
月
前
記
各
学
校
卒
業
見
込
み
者
を
含
む
。

■
身
体
要
件

　
○
身
長
　
１
・
６
メ
ー
ト
ル
以
上

　
○
胸
囲
　
身
長
の
２
分
の
１
以
上

　
○
体
重
　
52
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
上

　
○
体
質
　
健
全
で
四
肢
に
支
障
の
な
い
者

　　　（
呼
吸
器
・
心
臓
疾
患
・
腹
部
内
臓
部
に
疾
病
の
な
い
者
）

　
○
視
力
　
弁
色
力
及
び
聴
力
が
完
全
で
あ
る
者

　
○
言
語
明
瞭
で
発
声
充
分
で
あ
る
者

■
住
所
要
件
　
採
用
時
に
お
い
て
構
成
市
町
村
に
住
所
を
有
し
、

　
そ
の
後
も
当
該
地
域
に
継
続
し
て
居
住
す
る
も
の
。

※

そ
の
他
欠
格
事
項
あ
り
。
詳
細
は
消
防
本
部
へ
問
合
せ
て
下
さ
い
。

■
受
験
手
続

　
採
用
試
験
申
込
書

　
山
梨
県
町
村
職
員
統
一
採
用
試
験
申
込
書
に
て
申
し
込
ん
で
下

さ
い
。
郵
送
の
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
町
村
職
受
験
」
と
朱
書

き
し
書
留
郵
便
で
送
付
し
て
く
だ
さ
い
。
「
受
験
票
」
に
は
宛
先

を
明
記
し
、
50
円
切
手
を
貼
っ
て
下
さ
い
。

■
受
付
期
間

　
　
７
月
20
日
（
火
）
〜
８
月
10
日
（
火
）
ま
で

　
　
（
土
日
祝
祭
日
除
く
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
30
分
）

　
　
郵
送
の
場
合
、
８
月
10
日
消
印
あ
る
も
の
有
効

■
第
一
次
試
験
　９
月
19
日（
日
） 

山
梨
県
立
大
学(

池
田
キ
ャ
ン
パ
ス)

　
　
　
　
　
　
（
二
次
試
験
は
11
月
上
旬
予
定
）

●
申
込
み
・
問
合
先
　

　
富
士
吉
田
市
下
吉
田
１
８
９
６
番
地

　
　
富
士
五
湖
消
防
本
部
管
理
課
　
TEL
２
２‐

４
４
２
８

富
士
五
湖
広
域
行
政
事
務
組
合
消
防
職
員
募
集
！

（
平
成
23
年
４
月
採
用
予
定
）


